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3-2-3 基本設計図 

 電子・通信工学科機材配置計画図を図 3-8～3-20に示す。 

 

(1) ラボ配置計画図 

  図 3-8 モラトワ大学 電子・通信工学科 新校舎 1階平面図 

  図 3-9 モラトワ大学 電子・通信工学科 新校舎 2階平面図 

  図 3-10 モラトワ大学 電子・通信工学科 新校舎 3階平面図 

  図 3-11 モラトワ大学 電子・通信工学科 新校舎 4階平面図 

(2) 電子・通信工学科機材レイアウト図 

図 3-12 モラトワ大学 電子・通信工学科 機材レイアウト図 1階発電機室 

図 3-13 モラトワ大学 電子・通信工学科 機材レイアウト図 2階コンピュー

タ実習室／印刷室 

図 3-14 モラトワ大学 電子・通信工学科 機材レイアウト図 3階デジタル電

子実験室 

図 3-15 モラトワ大学 電子・通信工学科 機材レイアウト図 3階アナログ電

子実験室 

図 3-16 モラトワ大学 電子・通信工学科 機材レイアウト図 3階ワークショ

ップ 

図 3-17 モラトワ大学 電子・通信工学科 機材レイアウト図 3階オプトエレ

クトロニクス実験室 

図 3-18 モラトワ大学 電子・通信工学科 機材レイアウト図 4階通信実験室 

図 3-19 モラトワ大学 電子・通信工学科 機材レイアウト図 4階マイクロウ

ェーブ実験室／CAD実習室 

図 3-20 モラトワ大学 電子・通信工学科 機材レイアウト図 4階大学院研究

室 
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GSH02 ディーゼル発電
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PUB01-1 パーソナルコンピュータ A
PUB01-2 無停電電  1kVA
PUB02 スキャナ
PUB04 レーザープリン
PUB09 簡易印刷

CSH01 メインサーバー
CSH02 メールサーバー
CSH03 ファイルサーバー
CSH04 パーソナルコンピュー A
CSH05 レーザープリンタ
CSH06 ドットマトリックスプリンタ
CSH07 プロッタ
CSH08 無停電電源装置 - 5KVA

CSH09 プロトコルアナライザー
CSH11 ZI ドライ
CSH12 UNIXワークステーショ
CSH13 コンピュータネットワーク実験装置
CSS03 ビジュアルデヴェロッパースタジオ
CSS04 スパイス
CSL0 コンピュータテーブル
CSL0 コンピュータ用椅子
CSL0 収納戸棚
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DEH14 デジタルストレージ・オシロスコープ
DEH15 ロジックアナライザー
DEL01- パーソナル・コンピュータ　Ｂ
DEL01- 無停電電源装置 - 3KVA
DEL0 ドットマトリックスプリンタ
DEL0 ベーシック・ラボ・ベンチ
DEL0 椅子
DEL0 学生用工具キット
DEL0 収納戸

DEH03 マイクロ・コントローラー・トレイナー・キット
DEH04 PLDトレイナーキット
DEH05 PLCトレイナーキット
DEH06 ロジック・ダート
DEH07 デジタ ICテスター
DEH09 マイクロプロセッサー・エミュレーター
DEH10 シングル・ボード・コンピューター
DEH12 携帯デジタルマルチメーター
DEH13 デュアル電

BDE01 デジタルストレージ・オシロスコープ
BDE02 デジタル・マルチメーター
BDE03 プロトボード
BDE04 ロジックプローブ
BDE05 パルスジェネレーター
BDE06 ロジック・パルサー
DEH01 デジタル電子トレイナー・キット
DEH02 マイクロ・プロセッサー・トレイナー・キット
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S = 1 : 100図 3-15　モラトワ大学工学部　電子・通信工学科　機材レイアウト図　３階　アナログ電子実験
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BAE01 デュアル電
BAE02 オシロスコープ
BAE04 プロトボー
BAE05 ファンクション・ジェネレー
AEH01 電子温度
AEH02 クリップ・オン電流メーター
AEH03 変動周波 LC メーター
AEH04 低周波数スペクトル・アナライザー
AEH05 デジタルストレージ・オシロスコープ
AEH06 オーディオ・シグナルジェネレータ
AEH07 デジタル・マルチメーター
AEH08 可変変圧
AEL01- パーソナル・コンピュータ
AEL01- 無停電電  1kVA
AEL0 ドットマトリックスプリンタ
AEL0 ベーシック・ラボ・ベンチ
AEL0 椅
AEL0 学生用工具キット
AEL0 収納戸
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BWS0 デュアル電
BWS0 オシロスコープ
BWS0 デジタル・マルチメーター
BWS0 プロトボー
BWS0 ロジックプローブ
BWS0 ファンクション・ジェネレータ
WS01 PCBドリルマシ
WS02 半田付けステーショ

WS03 半田除去ステーション
WS04 エネルギーアナライザー
WS05 デジタル・ライト・メーター
WS06 デジタルサウンドレベルメーター
WS07 デジタル温湿度計
WS10 電子ラベリング・マシン
WS11 電子エンジニア工具セット
WS13 蛍光拡大鏡

WS14 回転のこぎ
WS15 電動のこぎ
WS16 ドリル・ビット・セッ
WS17 スパナ・セット
WS18 移動用ワークスタン
WS21 高圧プロー
WS23 直 交流プロー
WS24 RF周波数

WS25 RFコネクターキット
WS26 スタッキングタイプ部品収納キャビネット
WSL0 コンピュータ・テーブル
WSL0 椅子
WSL03- パーソナル・コンピュータ
WSL03- 無停電電源 1kVA
WSL0 レーザープリンタ
WSL0 収納戸棚
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BOP01 デュアル電
BOP03 デジタル・マルチメーター
BOP04 ロジックプロー
BOP06 プロトボー
OPH02 光ファイバー教育キッ
OPH03 光ファイバーモニターキッ
OPH04 光ファイバーパワーメータ
OPH05 LC パネル
OPH07 LD
OPH08 フォトダイオー
OPH09 オプトカプ
OPH11 ルックス・メータ
OPH12 オプティカルスペクトラムアナライ
OPH13 エルビウム拡散ファイバー増幅
OPL01 ベーシック・ラボ・ベンチ
OPL02 椅
OPL03-1 パーソナル・コンピュータ
OPL03-2 無停電電源装  - 2KVA
OPL04 ドットマトリックスプリン
OPL08 収納戸
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通信実験室

BTC0 デュアル電
BTC0 デジタルストレージ・オシロスコー
BTC0 デジタル・マルチメータ
BTC0 高周波数シグナル・ジェネレータ、AM/FMモデレーター
BTC0 変動周波数カウンタ
BTC0 プロトボー
TCH0 ASK/PSK/FSKモジュレータ
TCH0 シグナル増幅
TCH0 スペクトラム・アナライザ
TCH0 変動周波 LC メータ
TCH0 カラ TVトレイナーパネ
TCH0 カラ TV受信
TCH1 デシベル・メータ
TCH1 ランダムノイズジェネレー
TCH1 周波数メータ
TCH1 小無線電話スイッ
TCH1 電話線シュミレー
TCH1 計測受信
TCH1 GPS受信システ
TCH1 DSPトレイナーキッ
TCH1 モジュレーションドメイン・アナライザー
TCH2 デジタル・ビデオ・ジェネレー
TCH2 高周波数オシロスコー
TCH2 高周波スペクトル・アナライザ
TCH2 ビデオ・シグナル・アナライザ
TCH2 トランスミッションライン計測装
TCH2 エラー・コントロール・コーディングテストキット
TCH2 パターン・ジェネレー
TCH2 FM/AM変復調演習パネ
TCH2 PAM/PWM/PPM/PCM演習パネ
TCH3 ASK/PSK/FSK変復調演習パネ
TCH3 MPEG発生

TCS0 アンテナ・学習・ソフ
TCS0 フィルター・デザイン・ソフ
TCS0 デジタル信号発信ソフ
TCL01- パーソナル・コンピュー
TCL01- 無停電電源装  - 3KVA
TCL0 ドットマトリックスプリン
TCL0 ベーシック・ラボ・ベン
TCL0 椅
TCL0 収納戸

TCH3 TCH32  MPEG分析
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MWH02 マグネトロン
MWH03 ガン・オシレーター、電源及びウ

ェーブガイド・コンポーネント
MWH04 スペクトル・アナライザー
MWH05 合成掃引波ジェネレータ
MWH07 SWRメーター
MWH08 マイクロウェーブ TX/RXシステム

LNA付
MWH09 アンテナトレーナーキット
MWH10 サテライト受信機
MWH11 フィールド・ストレングス・メーター
MWH12 レーダー試験キット
MWH13 マイクロウェーブ・トランジスタ 1GHz
MWH14 マイクロウェーブトランジスタ 10GHz
MWH15 ショットキー・デテクターダイオード
MWH16 ＰＩＮダイオード
MWH17 インピーダンス・ブリッジ
MWH18 コネクター N(m) - BNC(f)
MWH19 コネクター K(m) - N(f)
MWH20 コネクター N(f) - BNC(m)
MWH21 コネクター K(f) - N(m)
MWH22 コネクター BNC(m) - BNC(f)
MWS01 アンテナ・学習・ソフト
MWS02 マイクロウェーブ回路デザイン
MWS03 レーダー・クロス・セクション
MWL01- パーソナル・コンピュータ　B
MWL01- 無停電電源装置 - 2KVA
MWL0 ドットマトリックスプリンタ
MWL0 ベーシック・ラボ・ベンチ
MWL0 椅子
MWL0 収納戸棚

ディッシュアンテナ及び
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ＣＡＤ実習室

ECH02-1 パーソナル・コンピュー
ECH02-2 無停電電源装  - 5KVA
ECS0 PC用集積回路設計ツー
ECS0 MATLAB
ECS0 デジタル、アナログ回路デザイン、

シュミレーション・ソフト
ECS0 PCBデザイン・ソフ
ECS0 LABVIE
ECS0 マテマティ

ECL0 コンピュータ・テーブ
ECL0 コンピュータ用椅
ECL0 収納戸

ECS1 光システム／ネットワーク
設計ソフト
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BPG01 デュアル電
BPG02 オシロスコー
BPG03 デジタル・マルチメータ
BPG04 プロトボー
BPG05 ロジックプロー
BPG06 オーディオ・シグナルジェネレータ
BPG08 ファンクション・ジェネレー
PGH01 パーソナル・コンピュー
PGH02 レーザープリン
PGH05 スキャナ
PGH06 デジタルストレージ・オシロスコー
PGH07 高周波数オシロスコー
PGH08 デジタル周波数シンセサイザ
PGH10 擬似ランダム信号ジェネレータ、ノイズ増加機能付
PGH11 デシベル・メータ
PGH13 ＲＦジェネレー
PGH14 マイクロウェーブ周波数メータ
PGH24 ロジックアナライザ
PGH25 スペクトル・アナライザ
PGH26 小規 ISDN電話・交換
PGH28 ロジック・パルサ
PGH29 ロジック・クリッ
PGH34 ネットワークアナライザ
PGH35 ワイヤレス携帯ベースステーションテストセット
PGH39 ワイドバン  RF受信
PGH40 プログラムステップ減衰
PGH42 シンセサイ RF信号ジェネレー
PGH43 ＲＦパワーメータ
PGH45 RFターミネータ
PGH46 RF電源分 集合
PGH48 RFアン
PGH49 フィールド・ストレングス・メータ
PGH50 マイクロウェーブ・ノイズ・チューブ及びノイズ・ソース
PGH51 エルビウム・ドップファイバ
PGH52 光源
PGH53 光学電源メータ
PGH54 光ファイバーロステスターキッ
PGH55 シングルモード減衰
PGH56 光学ファイバースコー
PGH57 光学タイムドメイン反射
PGH58 テスト・計
PGH59 GPIBプログラマ
PGH60 ウェーブフォームモニ
PGH61 ベクトルスコー
PGH62 ビデオ・シグナル・ジェネレー
PGH63 可聴波分析
PGH64 可聴波歪曲計測
PGH65 可聴波振動計測
PGH66 可聴波シグナルレベルメータ
PGH67 NTSC/PAL モニタ
PGS01 イメージ・プロセス・システ
PGS02 MATLAB
PGS03 携帯電話ネットワークシュミレーション

/デザイン・プランニングソフト
PGS05 ＬＡＮネットワーク・シュミレーション、

モニタリング、プランニング、デザインソフト
PGS07 LABVIE
PGS08 マテマティ
PGL01 ベーシック・ラボ・ベン
PGL02 椅子
PGL03 ドットマトリックスプリン
PGL04 レーザープリン
PGL08 収納戸
PGL09-1 パーソナル・コンピュー
PGL09-2 無停電電源装  - 5KVA
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3-2-4 調達計画 

3-2-4-1 調達方針 

(1) 本プロジェクトは、日本国政府の無償資金協力によって実施されることを考慮

して、その実施に当たっては、ス国実施機関、日本側コンサルタントおよび機

材調達・据付を行う業者間で十分な意見の交換を行い、常に密接な関係を維持

し、無償資金協力としての円滑な実施を図る。 

(2) 機材調達は、測定器等大半の機材は日本製とする。実験テーブル、椅子、ラッ

クはス国にて品質の良いものが入手可能であるためス国製とする。英語ベース

のコンピュータ、ソフトウェア、カラーテレビ演習キット等は日本製品／ス国

製品では入手困難なため第三国製品とする。 

(3) 電気・ネットワーク等のユーティリティの責任範囲を明確にし、円滑かつ効率

的な据付を行う。 

(4) 据付資機材の一時保管、機材搬入および据付設置作業中の事故防止に務める。 

(5) 本プロジェクト据付における日本からの必要派遣技術者は、電子機器技術者、

ネットワーク技術者、一般機械技術者を予定する。 

(6) 機材設置時の技能工および設置労働者については、ス国の技能工、労働者のレ

ベルは高いことから現地雇用を行う方針とする。 

 

3-2-4-2 調達上の留意事項 

(1) 本プロジェクト調達においては、ス国側負担事項である電子・通信工学科新校

舎の進捗を適宜確認し、据付工事に支障が生じぬよう前広に対策を講ずる。 

(2) 本プロジェクトでは大学開校時に機材搬入が行われるため、搬入・据付が日常

の授業等に影響しないよう搬入・据付工程および搬入路等を十分検討する。 

(3) 日本製品・第三国品であっても、日常の維持管理が必要となる機材類はス国代

理店にて購入し、日常の維持管理を購入代理店が行うことが望ましい。 
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3-2-4-3 施工区分／調達・据付区分 

本プロジェクトの業務負担事項を日本側とス国側負担事項に区分し、表 3-6に示す。 

 

表 3-6 業務負担区分 
 

業 務 内 容 日本側 ス国側 
1. 機材調達・据付工事   
機材調達、据付、試運転調整、使用法指導に関わる業務 ○  
ネットワークスイッチの調達 ○  
発電機自動切換盤までの電気設備工事、排気ダクト敷設 ○  

2. ユーティリティの整備・維持管理   
一次電気設備  ○ 
発電機に関わる基礎工事（自動切換盤の設置と切換盤までの 
電気設備工事）  ○ 

大学内ネットワークの新校舎への接続、館内配線敷設工事  ○ 
各実験・実習室における実験テーブルの電気つなぎ込み  ○ 
各実験・実習室の共用プリンター等を設置する机、棚等の整備  ○ 
ネットワークサーバー、中央スイッチ室への空調設備  ○ 

3. 無償資金協力に含まれない施設・設備の整備、機材の運搬および
据付／設置にかかる全ての必要な経費負担  ○ 

機材搬入時の 20ftコンテナ 10本分程度の仮置き場所確保  ○ 
発電機の燃料  ○ 
ホワイトボート、共用機材設置用の机等の調達  ○ 

 

3-2-4-4 調達監理計画 

本プロジェクトの調達監理の基本方針および留意点は以下の通りである。 

(1) ス国側負担となる新校舎建設の進捗状況と、既存実習室の改修状況に関しては、

機材到着前に工事が完了されている必要があり、予算確保状況、工事進捗状況

を月ごとにコンサルタントおよびモラトワ大学の双方で確認する。 

(2) 契約資機材内容確認のため第 3者機関による船積前機材照合検査を実施する。 

(3) 機材搬入および据付を円滑に行うため、機材設置時にはコンサルタントはスポ

ット監理者を現地に派遣し、実施機関であるモラトワ大学と綿密な調整を図る。 

(4) さらに重量物搬入計画、進入路確保も機材到着に併せて確認作業を行う。電気

一次側工事・ネットワーク一次側工事等の各種ユーティリティは、日本側機材

設置との取り合いが発生するために、工事の内容について十分な打合せを行う。 
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3-2-4-5 実施工程 

日本国政府の無償資金協力により本プロジェクトが実施される場合、両政府の交換

公文締結後、ス国政府と日本のコンサルタント会社の間でコンサルタント契約を行う。

日本政府によるコンサルタント契約書認証を経て、コンサルタントは実施設計業務を

行う。 

実施設計後、実施機関と契約コンサルタントは、入札図書の作成、機材調達・据付

にかかる入札およびその評価を行う。入札評価後、実施機関は日本の資機材調達業者

と契約を行い、日本政府による契約書認証を経て、機材調達・据付が実施される。こ

れらの所要期間は 12ヶ月未満であり、単年度内の完工が可能である。 

 

(1) 実施設計業務 

基本設計調査報告書に基づき、コンサルタントは機材仕様書の見直しおよび現

地確認を行い、入札図書を完成させる。基本設計時に作成された機材仕様書につ

いては、製造中止の有無、ス国での状況の変化等について確認を行い、必要に応

じて見直しを行う。これらの所要作業期間は 2.0ヶ月が見込まれる。 

 

(2) 入札業務 

実施設計完了後、コンサルタントは相手国側負担工事等の進捗状況確認作業を

現地で行う。その後、日本において、本プロジェクトの機材調達・据付にかかる

入札参加希望者を新聞公示し、関係者立ち会いのもとに一般競争入札を行う。こ

れにかかる期間は 2.0ヶ月が見込まれる。 

 

(3) 機材調達・据付 

資機材調達業者はス国政府との機材調達・据付にかかる契約調印後、日本国政

府の認証を経て、契約内容に即した機材調達・製造を開始する。所要期間は約 6.5

ヶ月と見込まれる。事業実施工程表を図 3-21に示す。 
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月　次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月　次 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

実
施
設
計

施
工
・
調
達

（現地調査）

（国内作業）

（現地調査）

（入札業務）

（機材調達・製造）

（機材輸送）

（据付・運転指導）

約 6.5ヶ月

約 4.0ヶ月

（入札評価・契約業務）

 

図 3-21 事業実施工程表 

 

3333----3 3 3 3 相手国分担事業の概要相手国分担事業の概要相手国分担事業の概要相手国分担事業の概要    

 本プロジェクト実施に当たってス国側が実施する負担事項は以下の通りである。  

(1) プロジェクトサイトの確保 

 電子・通信工学科の新校舎 

(2) 日本の銀行に対する銀行取極め等手続き 

銀行取り極めの実施および支払い授権書の発行、手数料の支払い 

(3) 輸入通関手続き、免税措置 

 輸入通関手続き、関連書類作成、免税措置、物品・サービス税（GST）、国防税

（WSL）の負担  

(4) 調達・据付調整に関わる日本人への便宜供与 

 本プロジェクト業務による日本人の出入国・滞在に必要な措置等の便宜供与、

安全の確保 

(5) ユーティリティの整備・維持管理 

 一次電気設備、発電機に関わる基礎工事、大学内ネットワークの新校舎への接

続、館内配線敷設工事、各実験・実習室における実験テーブルの電気つなぎ込

み、各実験・実習室の共用プリンター等を設置する机、棚等の整備、ネットワ

ークサーバー、中央スイッチ室への空調設備 

(6) 調達に必要な全ての許認可・申請手続き 

 調達機材に必要な許認可・申請手続き、書類作成 

(7) 効果的な運営・維持管理のための適正予算および人員の確保 

 必要な教員、機材維持管理のための人員の確保 
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(8) 無償資金協力による機材の適切且つ効果的運用管理 

 新カリキュラムに添った実習の実施 

(9) 無償資金協力に含まれない施設・設備の整備 

各実験・実習室における共用機材設置用机、ホワイトボード購入、機材搬入の

為のコンテナ・什器類の仮置き場所確保 

(10) プロジェクトサイトにおいて、施工中に第三者によりもたらされる全ての問題

の調整・解決。 

 

3333----4 4 4 4 プロジェクトの運営・維持管理計画プロジェクトの運営・維持管理計画プロジェクトの運営・維持管理計画プロジェクトの運営・維持管理計画    

モラトワ大学では、副学長、学部長、学科長のラインを中心として運営維持管理体制が

敷かれている。カリキュラム、実験計画に基づいた実験・実習機材の運営維持管理は、各

実験・実習室の教官が責任を持ってこれにあたる。モラトワ大学の運営・維持管理体制を

図 3-22に示す。 

副学長 工学部長 電子・通信
工学科長

デジタル電子実験室

アナログ電子実験室

通信実験室

オプトエレクトロニクス実験室

マイクロウェーブ実験室

CAD　実習室

大学院研究室

コンピュータ実習室

ワークショップ

総務部　施設課

 
出典：モラトワ大学 

図 3-22 実施機関プロジェクト運営・維持管理体制 

 

機材の修理にあたっては、電子・通信工学科では、学科内にワークショップを設け、維

持管理要員を 2名常勤させ、維持管理にあたっている。維持管理要員のレベルは高く、古

い機材の多くは、この電子・通信工学科のワークショップにて整備されている。また、電

子・通信工学科で修理できない金属加工等を伴う修理に関しては、大学のメイン・ワーク

ショップにて修理を行う。大学のワークショップ、電子・通信工学科のワークショップで

整備できない機材は、外部の修理工場、代理店等に依頼し、修理を行う。なお、修理代、
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スペアパーツ代が 25,000Rp（約 33,750円））以下の場合は、3社からの見積もりを取得の

上学部長決裁で購入が可能となっている。25,000Rp以上の場合は、3社からの見積もりを

総務部の施設課担当者がチェックした後、副学長が決裁することとなっている。維持管理

におけるモラトワ大学のフローチャートを図 3-23に示す。 

 

副学長

ワークショップ顧問

ワークショップ技術部

メインワークショップ

電子工学ワークショップ

総務部施設課担当
チェアマン（工学部長）

 
出典：モラトワ大学より聴き取り 

図 3-23 モラトワ大学 維持管理業務フローチャート 

 

 

3333----5 5 5 5 ププププロジェクトの概算事業費ロジェクトの概算事業費ロジェクトの概算事業費ロジェクトの概算事業費    

 

 3-5-1 協力対象事業の概算事業費 

本プロジェクトを日本の無償資金協力により実施する場合に要する事業費総額は、約

5.06億円と見込まれる。以下に日本側とス国側の負担事業費の内訳を示す。 

 

(1) 日本国側負担事業 

事業費区分 事業費 
(1) 機材費 4.76億円 
(2) 設計・監理費 0.30億円 

 

(2) ス国側負担事業費 

本プロジェクトを日本の無償資金協力により実施する場合の、ス国側負担事業費は、

約 4,731,946Rp（約 6.39百万円）と見込まれ、その内容は以下の通りである。 
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(3) 積算条件 

① 積算時点  平成 13年 12月 
② 為替交換レート 1 US$ ＝ 122.72円 
 1現地通貨 ＝ 1.35円 
③ 施工期間 1期による工事とし、それに要する詳細設計、機材調達の 
 期間は、施工工程に示したとおり。 
④ その他 本計画は、日本国政府の無償資金協力の制度に従い、 
 実施されるものとする。 
 
 

3-5-2 運営・維持管理費 

(1) 運営維持管理体制 

本プロジェクトで計画される機材の運用で発生する維持管理費用を表 3-7に示す。 

 

表 3-7 計画機材維持管理費用 
    

金額 費目 項目 
Rp／年 百万円／年 

電気料金  256,224 0.35 
電話代  324,000 0.44 
燃料代  1,029,000 1.39 
人件費 新規雇用技官 3名 660,000 0.89 
消耗品費  604,500 0.82 
部品  880,000 1.19 
  合計  3,753,724 5.08 

 

表 3-7 の費用のうち、人件費はモラトワ大学 2001 年度予算における教職員給与の

0.3%であり、またその他の費目の合計は、同予算の人件費を除いた合計の 2％である。

何れも低い値であることから、本プロジェクトで発生する維持管理費負担は問題ない

ものと判断する。 

 

①　電気設備工事費 313,675 Rp (約 0.42 百万円)
②　LAN設備工事費 160,413 Rp (約 0.22 百万円)
③　発電機基礎工事費等 191,858 Rp (約 0.26 百万円)
④　事務所機材購入費 526,000 Rp (約 0.71 百万円)
⑤　ボード等什器費 540,000 Rp (約 0.73 百万円)
⑥　電話交換機 3,000,000 Rp (約 4.05 百万円)
　　　計 4,731,946 Rp (約 6.39 百万円)



 105 

3333----6666    協力対象事業実施にあたっての留意事項協力対象事業実施にあたっての留意事項協力対象事業実施にあたっての留意事項協力対象事業実施にあたっての留意事項    

 

本プロジェクトで整備される機材は全てス国側で建設している新校舎に設置される。そ

の工期は 2002年 7月までとなっており、2001年 12月現在工事進捗状況もほぼ予定通り

であることから、このまま予定通り工事が進めば、機材の搬入・据付に問題ないと思われ

るが、工事の進捗状況を定期的にフォローする必要がある。 



 

 

 
 
 

 

 

第４章 プロジェクトの妥当性の検証 
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第第第第 4444 章章章章    プロジェクトの妥当性の検証プロジェクトの妥当性の検証プロジェクトの妥当性の検証プロジェクトの妥当性の検証    

 

4444----1 1 1 1 プロジェクトの効果プロジェクトの効果プロジェクトの効果プロジェクトの効果    

直接効果 

・ 実習数を大幅に増加した新カリキュラム（11テーマ→98テーマ）への対応が可能と

なり、学生一人あたりの実習時間が増加する。 

2001年（実施前） 2007年（実施後）

・工学部　電子通信工学科生 33時間／4年 294時間／4年

・工学部　電気工学科、コンピュータ学科生 0時間／4年 126時間／4年

・工学部　他学科生（学科によって異なる） 0時間／4年 15～60時間／4年  

・ 電子・通信工学科以外の学科の工学部学生にも一部実習・実験の選択を可能とする

新カリキュラムへの対応が可能となり、それらの学生が電子通信工学の基礎技術を

習得する機会が生まれ、産業経済界より特に強く求められていた電子・通信工学分

野の実務経験を積んだ卒業学生の増加が見込める。 

 

間接効果 

・ ス国の中央-地方双方の電子・情報・通信技術政策を担う政府職員が確保される。 

・ ス国産業経済界において、以下の様な間接効果が期待される。 

通信業界： 技術開発、保守管理部門への人員の増加により、ス国における

通信インフラ（普通電話網、インターネット、携帯電話網）が

拡大し、その運営維持状況が改善される。 

ｿﾌﾄｳｪｱ開発： システム開発が可能な技術者人員が増加し、政府機関の情報技

術化、金融機関ネットワーク化、遠隔教育、遠隔医療システム

構築化等に貢献する。 

製造業： 現在は海外のメーカーより製作依頼を受け製品化する下請業が

中心であるが、電子・情報・通信技術も身につけた各分野の学

生の受入により、電子・情報・通信技術を活用した独自での製

品開発、コストダウン、品質向上が可能になるほか、インター

ネット利用のマーケット開発、販売システムの構築等が促進さ

れる。 

 

2001年（実施前） 2007年（実施後）

モラトワ大学工学部 電子・通信工学科の実習を受け
た卒業生数

50名 550名
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4444----2 2 2 2 課題・提言課題・提言課題・提言課題・提言    

 

(1) 受講者全員が同じ実験を一斉に行う従来方式（一斉方式）に替えて、受講者を複数

グループに分け、各々のグループが同一時限内に異なる順序で、異なる実験を同時

並行で行う方式（ラウンドロビン方式）の採用を前向きに検討すべきである。後者

の方式の採用により、少量の機材を各グループが交替で使用することが可能となり、

機材の有効活用が期待できる。 

(2) 機材の維持管理のみならず、陳腐化の激しい機材（パソコン等）の更新や時代のニ

ーズにあった機材のタイムリーな導入のため、自主財源の拡大等による恒常的な予

算確保が必要である。 

(3) とりわけ技術革新の著しい電子・情報・通信分野において、今後も産業界の要望に

応えて行くためには、機材の更新に加えて、カリキュラム改革、優秀な教員の確保、

教員の能力開発等大学側の不断の努力が必要である。 
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4444----3 3 3 3 プロジェクトの妥当性プロジェクトの妥当性プロジェクトの妥当性プロジェクトの妥当性    

 

以下の理由により、本プロジェクトを日本の無償資金協力により実施することは妥当

であると判断される。 

①本プロジェクトの裨益対象は、電子・情報・通信技術を習得しス国の産業界の将来

を担うモラトワ大学工学部生 550名（4学年合計 2,200名）であるが、間接的には

優秀な技術者の輩出による産業振興や社会基盤整備によりス国民一般 1,900 万人

が恩恵を受ける。 

②本プロジェクトの目標は、産業界の要望に沿った優秀な技術者の輩出であり、教

育・人づくりを目的とするものである。 

③モラトワ大学の技術レベルは高く、計画対象機材の運営維持管理に十分な予算も配

分されていることから、独自の資金・人材・技術で計画対象機材の運営が可能で

ある。 

④国家戦略「ビジョン 2010」、新工業化推進政策、情報技術に関する国家政策、国家

高等教育政策等の国家計画においても、電子・情報・通信分野の振興と人材育成

は重点課題とされており、本プロジェクトはス国の中・長期的開発計画の目標達

成に資するものである。 

⑤教育施設であり、直接的な収益性のあるものでは無い。 

⑥本プロジェクトで調達される機材による環境面の負の影響は無い。 

⑦本プロジェクト実施に際して、我が国無償資金協力の制度上特段問題となる点はな

い。 
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4444----4 4 4 4 結論結論結論結論    

    

本プロジェクトは、前述のように、多大な効果が期待されることから、協力対象事業

の一部に対して我が国の無償資金協力を実施することの妥当性が確認される。さらに、

以下の点が改善・整備されれば、本プロジェクトはより円滑効果的に実施しうると考え

られる。  

・ モラトワ大学工学部電子・通信工学科における実験実施方法が、従来の方法からラ

ウンドロビン方式に移行され、機材の効率的運営が行われること。 

・ 6バッチ体制による教員の過密スケジュール改善のため、必要量に見合う優秀な教

員確保、教員の過重労働に見合う給与体系、福利厚生等の待遇改善がなされること。 

 



 

 

 
 
 

 

 

［資 料］ 



 

 

 
 
 

 

 

付表 1.調査団員・氏名 



付表-1 調査団員・氏名

基本設計調査時

担当 氏名 所属

総括 鈴木　康次郎 JICAスリランカ事務所次長

無償資金協力 田中　紀子 外務省経協局無償資金協力課

技術参与 徳村　朝昭 JICE沖縄支所特別技術嘱託

計画管理 殿川　広康 JICA無償資金協力部業務第１課

業務主任／
運営維持管理計画 須田　正美 システム科学コンサルタンツ

工学教育計画 湯川　朗 システム科学コンサルタンツ

機材計画I 橋本　秀久 システム科学コンサルタンツ

機材計画II／
積算・調達計画

小原　恵理子 システム科学コンサルタンツ

基本設計概要説明時

担当 氏名 所属

総括 鈴木　康次郎 JICAスリランカ事務所次長

計画管理 殿川　広康 JICA無償資金協力部業務第１課

業務主任／
運営維持管理計画 須田　正美 システム科学コンサルタンツ

機材計画I 橋本　秀久 システム科学コンサルタンツ

付表-1



 

 

 
 
 

 

 

付表 2.調査工程 

2-1 基本設計調査時 



日数 月　日 曜日
官側団員

鈴木康次郎、田中紀子、
殿川広康、徳村朝昭

業務主任／
運営維持管理計画
須田　正美

工学教育計画
湯川　朗

機材計画Ⅰ
橋本　秀久

機材計画Ⅱ／
積算・調達計画
小原　恵理子

1 9月16日 日 成田→
シンガポール→ ← ← ← ←

2 9月17日 月

コロンボ着 (SQ402 0:05)
JICA、大使館表敬
大蔵省、モラトワ大学工学部表敬
教育・高等教育省、
大学助成委員会（UGC)表敬

← ←

コロンボ着 (SQ402 0:05)
JICA、大使館表敬
モラトワ大学表敬
カリキュラム確認

コロンボ着 (SQ402 0:05)
JICA、大使館表敬
モラトワ大学表敬
1987無償機材調査

3 9月18日 火

モラトワ大学協議・サイト視察(1)
スリランカ・コンピュータ情報技術
審議会（CINTEC）、アジア開発銀
行表敬

←
モラトワ大学

（カリキュラム、シラバ
ス、各ラボ実験内容調査）

モラトワ大学
（カリキュラム、シラバ
ス、既存機材調査）

1987無償機材調査

4 9月19日 水

モラトワ大学協議・サイト視察
（2）
コロンボ大学コンピュータセンター
（ICT）表敬・視察
世界銀行表敬

←
モラトワ大学

（カリキュラム、シラバ
ス、各ラボ実験内容）

モラトワ大学
（カリキュラム、シラバ
ス、既存機材調査）

1987無償機材調査

5 9月20日 木 モラトワ大学協議・サイト視察(3) ←
モラトワ大学

（シラバス、各ラボ実験内
容）

モラトワ大学
（カリキュラム、シラバ
ス、既存機材調査）

1987無償機材調査

6 9月21日 金 モラトワ大学協議（1） ←
モラトワ大学

（シラバス、各ラボ実験内
容）

モラトワ大学
（カリキュラム、シラバ
ス、既存機材調査）

1987無償機材調査

7 9月22日 土 資料整理／団内打合せ ← ← ← ←

8 9月23日 日 コロンボ→キャンディ ← ← 資料整理 ←

9 9月24日 月 ペラデニア大学工学部表敬・視察
キャンディ→コロンボ ← ← スリ・ランカ技術者協会

就職先企業調査
電子通信工学学科各ラボ既

存器材調査

10 9月25日 火 モラトワ大学協議(2) ←
モラトワ大学

（シラバス・要請機材調
査）

就職先企業調査 就職先企業調査

11 9月26日 水
モラトワ大学協議（3）、
教育・高等教育省ミニッツ署名、
JICA事務所・大使館報告

←
モラトワ大学

（シラバス・要請機材調
査）

就職先企業調査 就職先企業調査

12 9月27日 木
コロンボ（SQ401 01:20）→シンガ
ポール→東京（17:35)

モラトワ大学協議
（予算・運営・
　維持管理計画）

モラトワ大学
（シラバス・要請機材調

査）
就職先企業調査 就職先企業調査

13 9月28日 金
モラトワ大学協議
（上位計画、予算、
　他ドナー動向）

モラトワ大学
（シラバス・要請機材調

査）
←

通関関連調査
輸送業者調査
関連法規・基準関連調査
(機材・建築設備等)

14 9月29日 土 団内会議
資料整理 ← ← ←

15 9月30日 日 団内会議
資料整理 ← ← ←

16 10月1日 月
モラトワ大学協議
（相手国負担事項、
協力計画内容）

モラトワ大学協議
（シラバス・要請機材・

機材仕様）
← ←

17 10月2日 火 モラトワ大学協議
（協力計画内容）

モラトワ大学協議
（シラバス・要請機材・

機材仕様）
← ←

18 10月3日 水

高等教育省協議
（上位計画、予算措置
他ドナー動向、
相手国負担事項）

教育・高等教育省
工業開発省協議

新校舎設計コンサルタント
協議 資機材店

19 10月4日 木 大蔵省・
大学助成委員会 他大学調査 モラトワ大学

（レイアウト確認）

モラトワ大学
（レイアウト・

ユーティリティ確認）

20 10月5日 金
他ドナー調査

（世界銀行、ADB等）
コロンボ→シンガポール

→成田
モラトワ大学

（レイアウト確認）

モラトワ大学
（レイアウト・

ユーティリティ確認）

21 10月6日 土 団内会議
資料整理

団内会議
資料整理 ←

22 10月7日 日 団内会議
資料整理

団内会議
資料整理 ←

23 10月8日 月
モラトワ大学
（協力内容確認、
新校舎工程会議）

モラトワ大学
（協力内容確認） ←

24 10月9日 火
JICA、大使館報告
教育・高等教育省
大蔵省報告

JICA、大使館報告
教育・高等教育省
大蔵省報告

←

25 10月10日 水 コロンボ→
シンガポール→成田

コロンボ→
シンガポール→成田 ←

付表-2  現地調査工程表
　2-1 基本設計調査時



 

 

 
 
 

 

 

付表 2.調査工程 

2-2 基本設計概要説明時 

 



日数 月　日 曜日 官側団員
鈴木康次郎、殿川広康

業務主任／
運営維持管理計画
須田　正美

機材計画Ⅰ
橋本　秀久

1 12月15日 日 成田→
シンガポール→ ← ←

2 12月16日 月

コロンボ着 (SQ402 0:05)
JICA、大使館表敬
大蔵省表敬、教育・高等教育省
ドラフトレポート説明
ミニッツ案協議

← ←

3 12月17日 火

教育・高等教育省表敬、
大学助成委員会（UGC）表敬、
モラトワ大学ドラフトレポート説明
ミニッツ案協議

← ←

4 12月18日 水 モラトワ大学ミニッツ案協議 ← ←

5 12月19日 木
教育・高等教育省表敬、
大学助成委員会（UGC）、
ミニッツ署名

← ←

6 12月20日 金 JICA、大使館
大蔵省表敬、教育・高等教育省

← ←

7 12月21日 土
コロンボ（SQ401 01:20）→シンガ
ポール→東京（17:35)

モラトワ大学
機材仕様書協議 ←

8 12月22日 日 モラトワ大学
機材仕様書協議 資料整理

9 12月23日 月
モラトワ大学機材仕様書協議
JICA、大使館、大蔵省表敬、
教育・高等教育省

←

10 12月24日 火
コロンボ（SQ401 01:20）→シ
ンガポール→東京（17:35) ←

2-2 基本設計概要説明時



 

 

 
 
 

 

 

付表 3.関係者リスト 



付表-3 関係者リスト

組織名 役職 氏名

局長 Ms Sujatha COORAY
副局長 Mr D.C.W. HAPUGODA

2国間援助部 部長補 Mr H.N. JAYAWEERA
税制･経済政策部 部長 Mr Sujatha SATHKUMARA
人材開発部 部長 Mr B. ABEYGUNAWARDENA
工業開発部 副部長 Mr V. MAHENDRARAJAH
工業開発部 部長補 Mr A.M.P.M.B. ATAPATTU
産業経済基盤部 部長 Mr Upali DAHANAYAKE
マクロ部 部長 Mr R.H.S. SAMARATUNGA

大臣 Prof. R.P. GUNAWARDANA
次官 Dr. Tara DE MEL (Ms)
部長 Mr R.S. MEDAGAMA
局長 Prof. B.R.R.N. MENDIS
局長秘書 Ms Hiranthi D. GUNAWARDENA
副局長 Prof. L.L. RATNAYAKE
局長 Mr G.P.GUNAWARDENA
上級技官長 Mr. Akjith EKANAYAKE

組織名 役職 氏名

代表 Mr Joseph ZVEGLICH
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ専門家 Mr. K.M. TILAKARATNE
実施計画分析 Mrs. Sarasvathi DAHANAYAKE
計画策定 Mr D. FERNANDO

英国高等委員会 事務次官 Ms Penny THORPE

ノルウェー王国
大使館

上級ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ Mr W.M. LEELASENA

スウェーデン
大使館

副局長 Mr Anders ERIKSSON

部署

財務･計画省

外資局
(ERD)

国家計画局

教育･高等教育省
高等教育部

教育改革部

大学助成委員会

情報技術審議会

(CINTEC)

部署

アジア開発銀行

スウェーデン国際開発庁
(SIDA: Swedish International
Development Agency)

世界銀行 教育部

国際協力局 (DFID)
開発部

ノルウェー国際協力局
(NORAD)
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付表-3 関係者リスト

組織名 役職 氏名

本部 Prof. V.K. SAMARANAYAKE

Mr. S.T. NANDASARA

工学部 Prof. W.J.N. FERNANDO
電気・電子工学科 学科長 Dr. K.M. LIYANAGE

コンピュータ工学科 学科長 Dr. I. IKRAM

モラトワ大学 本部 Prof. Dayantha S WIJEYESEKERA
Prof. Malik RANASINGHE

工学部  Ms R.P. WIJESURIYA
Ms T.L.P. de MEL

助教授
マイクロウェーブ実験室
オプトエレクトロニクス実験室

Prof. (Mrs) Indra DAYAWANSA  

上級講師/学科長補
電子実験室

Mr A.T.L.K. SAMARASINGHE

上級講師 / 通信実験室 Prof. Kapila JAYASINGHE

上級講師 S.A.S. PUNCHIHEWA

上級講師 /
光電子実験室

Dr R.P.THILAKUMARA

上級講師
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ実習室

Dr K.G.P DHARMAWARDANA

上級講師 / 電子実験室 Dr D.Amith I. MUNINDRADASA
講師 / 大学院研究室 Dr Chulantha KULASEKARA
臨時講師 R. WIJESIRIWARDANA
技官 W.K.K. KULADINITHI
技官 Ranga RODRIGO
技官 Mr I.J. DAYAWANSA
技官 Mr E.C. KULASEKERE
技官 S.W. MOHOTTALA
技官 A.S. ZAVAHIR
技官 N.T. JAZEEL
技官 V. SANJEEPAN
技官 C.M. VITHANAGE
技官 P.S. HAMWARIGE

電子ワークショップ 技官 Mr. Gamini nanayakkara
学科長 Mr J. Rohan LUCAS

技官、電力実験室、
電気機械実験室

Mr J.D. LEELASIRI

学科長 Dr Nalin WICKRAMARACHILI
講師 Dr. Gihan V. Dias Ph.D.
技官 /
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

Mr N.H.K.G DE SILVA

技官 /
ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｽ実験室

Mr JINADESA

技官 /
データ通信実験室

Mr Anura PERESA

技術経営課 Mr Amal PUNDRIHAZ

学科長 Dr Gamini KODIKAR

上級講師 Mr T.A. PEIRIS

部署

コロンボ大学
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ技術院
（ICT)

学院長

学部長

上級登録局長

プロジェクトマネージャー

ペラデニア大学

学部長

副学長

電子・通信工学科

電気工学科

土木工学科

コンピュータ学科
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付表-3 関係者リスト

組織名 役職 氏名部署

学科長 Dr Nirmati DE SILVA

上級講師 Dr W.D.G. LANAROLLE

臨時講師 Mr W.M.P. RANASINGHE

学科長 Dr Nauda MUNASINGHE

上級講師 Dr M. JAYARATHA

技官 Mr Sarath CHANDRAPALA

技官 Mr T.D. MENDIS

学科長 Dr Padara AMARASINGHE

上級講師２ Dr Ajith GUNATILLEKA

高分子部 部長 Dr Shantha WELPALAGE

機械工学科 学科長 Dr Rohan TITTAGALA

数学科 学科長 Dr. M. INDRALINGAM

工学教育局 局長 Dr J.M.S.J. BANDANA

産業トレーニング課 学科長 Eng. Nikal WIJEYEWICKREMA

図書館 上級司書 Ms Priyani HERATH

体育課 インストラクター Mr S.R. Oliver FERNANDO

学部長 Mr Cecil FONSEKA

電気・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ学科 前学科長 Dr Lakdasa TALDENA

Dr KEERTHISINA

機械・製造工学科 学科長 Mr H.P.W. JAYASURIYA
ルフナ大学

学部長

繊維＆衣料技術科

材料工学科

化学工学科

工学部

公開大学 工学部
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付表 4.当該国の社会経済状況 







 

 

 
 
 

 

 

付表 5.討議議事録（M/D） 

5-1 基本設計調査時 
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